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令和８年１０月１６日

山口市 総務部 職員課

山口市の定員管理について
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定員管理の現状等

・平成１７年度以降、定員管理計画等に基づき、合併後の事務事業の精査や
民間委託等の推進、内部管理業務の集約化のほか、新規採用者数の抑制を
図ることで、組織の効率化・スリム化と職員数の適正化に努め、累計で
２０１人の職員削減を進めた。

・行政サービスを安定的に提供するための基盤が一定程度整ったことから、
平成３０年度からは、行政診断において示された適正な職員数でもある
１，７００人基準の職員体制を目標とし、その職員数を維持している。

計画期間 Ｈ１７～Ｈ２１年度 Ｈ２２～Ｈ２９年度 Ｈ３０～Ｒ４年度 Ｒ５～Ｒ９年度

計画名 定員適正化計画 定員管理計画 定員管理計画 定員管理計画

▲１１３人 ▲８８人

※ 消防出張所開所に
よる４５人増加を含む

※ 合併に伴う１２１
人の増加及び委託解消
による消防職員の増加
を含む

職員数の増減
１，７００人基準

を維持
１，７００人基準

を維持
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定員モデルの活用状況等

● 定員回帰分析による試算

令和７年度山口市職員数（普通会計）１，５４７人 ⇒ ４１人上回る

（Ｒ５～Ｒ９市定員管理計画より）
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定員モデルの活用状況等

● 定員モデルによる比較（Ｒ５～Ｒ９市定員管理計画より）
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定員モデルの活用状況等

● 定員モデルによる比較（近年の状況）

● 定員査定

協働によるまちづくりに取り組むために、総合支所や地域交流センターに人員を重点
的に配置していることから、議会・総務部門において職員数が多い状況にある。

・業務執行状況ヒアリング １０月～１１月
・人事ヒアリング １１月～１２月
・定員示達 １月下旬～２月上旬 21



類似団体との比較

・山口市が属する「Ⅳ－３」グループのうち、本市同様５００㎢以上の面積
を有する４団体との比較を行った。

・人口１万人当たりの職員数では、１番多い状況となっている。
・他市の職員数を山口市に当てはめた場合で比較すると、釧路市との比較で
は６７人多く、津市との比較では４５人多い状況となっている。
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業務におけるＤＸ推進の状況等

● 窓口支援システム「書かない 待たない窓口」の導入

● 生成ＡＩの利用促進

① ChatGPT 4oの利用状況
令和５年度 ５８２，２６７ 文字／月 令和７年度 ２，９２１，５０４ 文字／月

② ＡＩ－ＯＣＲ
令和６年度 給付金申請書の読み込み ２，２６６時間の削減
令和７年度 給付金処理（ＲＰＡ処理含む） ９１７時間の削減 23
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関ケ原町役場 総務課
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